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学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
子
ど

も
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の

減
少
・
解
消
を
図
る
こ
と
は
、
全
国
の
小

・
中
学
校
が
抱
え
る
大
き
な
教
育
問
題
で

す
。
埼
玉
県
は
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
平
成　

年
度
か
ら
３
年
間
、
県
内　

１５

１０

中
学
校
お
よ
び
そ
の
中
学
校
区
内
の
小
学

校
を
指
定
し
、「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ョ
イ

ン
ト
モ
デ
ル
校
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
に
「
学
校
教
育

１５

エ
イ
ト
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、�
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
の
推
進
�
を
図
る

た
め
、
こ
の
事
業
の
指
定
を
受
け
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
減
少
・
解
消
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
業
内
容

　

こ
の
事
業
は
、
八
條
中
学
校
の
教
員
一

人
が
、２
年
間
八
條
北
小
学
校
に
勤
務
し
、

１
年
目
は
５
年
生
、
２
年
目
は
６
年
生
を

中
心
に
算
数
な
ど
の
授
業
を
行
い
ま
す
。

３
年
目
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
八
條
中

学
校
に
行
き
、
３
年
間
同
じ
子
ど
も
た
ち

を
指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
指
導
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
、
八
條
小
学
校
、
八
條
中
学
校
に

は
、
教
員
が
各
一
人
多
く
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

活
動
内
容

　

主
な
活
動
内
容
は
、
少
人
数
に
よ
る
き

め
細
か
な
学
習
指
導
を
中
心
に
、
社
会
体

験
活
動
、お
年
寄
り
と
の
触
れ
合
い
活
動
、

栽
培
活
動
等
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
は
八

潮
市
教
育
相
談
所
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、「
小
・
中
学
校
間
の
連
携
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
」「
友
達
と
の
か

こ� こ� 

ち� ち� 

ら� ら� 

◎
図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

　

正
確
な
登
録
者
数
を
把
握
し
、
今
後
の

図
書
館
運
営
に
役
立
て
る
た
め
に
、
最
終

貸
出
日
か
ら
５
年
間
経
過
し
た
方
（
５
年

間
一
度
も
図
書
館
資
料
を
借
り
な
か
っ
た

方
）
に
つ
い
て
、
登
録
を
削
除
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
現
在
お
持

ち
の
貸
出
カ
ー
ド
お
よ
び
住
所
・
氏
名
を

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
改

め
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
入
っ
た
、
両
館
所
蔵
の
資
料
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
一
般
書

・「
日
本
列
島
『
士
風
』
探
訪
」　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
津  
本 　
 
陽 　

著

つ 

も
と 

よ
う

・「
子
ど
も
を
伸
ば
す
お
片
づ
け
」　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
辰  
巳 　
 
渚 　

著

た
つ 
み 

な
ぎ
さ

・「
工
学
部
・
水
柿
助
教
授
の
逡
巡
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
森 　
 
博  
嗣 　

著

も
り 

ひ
ろ つ
ぐ

■
児
童
書

・「
算
数
お
も
し
ろ
絵
事
典
」　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
鈴  
木 　
 
伸  
男 　

監
修

す
ず 
き 

の
ぶ 
お

・「
ど
こ
ど
こ　

こ
こ
・
こ
こ
…
」　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
五  
味 　
 
太  
郎 　

さ
く

ご 

み 

た 

ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・「
そ
ば
せ
い
」　　
 
川  
端 　
　
 
誠 　

さ
く

か
わ ば
た 

ま
こ
と

◆
休
館
日
の
お
知
ら
せ

・
八
幡
図
書
館

２
月　

日（
館
内
消
毒
）・　

日（
館
内
整
理

１４

２８

日
）、３
月
７
日
〜　

日（
特
別
整
理
期
間
）

１１

・
八
條
図
書
館

２
月　

日（
館
内
消
毒
）・　

日（
館
内
整
理

２１

２８

日
）、３
月　

日
〜　

日（
特
別
整
理
期
間
）

１４

１８

「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ョ
イ

ン
ト
モ
デ
ル
校
事
業
」

〜 
不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少

・
解
消
を
目
指
し
て 
〜

放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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防
災
行
政
無
線
の
放
送
の
内
容
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
�
０
１
２
０
・ 
８  
４  
０ 
・ 
２  
２ 
５
   

の
テ

や 
し 
お 

に
こ 
に
こ 
ゴ
ー

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
放
送
内
容
を
再
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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地
震
な
ど
の
災
害
時
に
避
難
す
る
場
所

に
つ
い
て
は
、
市

内
の
小
・
中
・
高

校
、
都
市
公
園
や

公
共
施
設
な
ど　
３４

カ
所
を
指
定
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い

場
所
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の　

月
に
町

１２

会
・
自
治
会
を
と

お
し
て
配
布
し
ま

し
た
「
八
潮
市
防

災
マ
ッ
プ
」
で
最
寄
り
の
避
難
場
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
八
潮
市
防
災
マ
ッ
プ
」
に
は
、

避
難
場
所
の
ほ
か
、
地
震
や
火
災
な
ど
の

災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え
や
心
構
え

な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
防
災
マ
ッ
プ
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■問
 

交
通
防
災
課
�
◯内
 

３
０
５

生� 税� 生� 税� 
　　～　地域の安全を守る消防団　～　　
　八潮市消防団には、市内全域で団長以下２２８人（平成１７年
１月１日現在）の団員がおり、各自職業を持ちながら活動
しています。消防団員の皆さんは、「自分たちの地域は、自
分たちで守る」という精神のもと、地域防災の担い手とし
て日夜、献身的に活動され、また、消防団には市内全域で
消防車１９台を配置しています。
　団員の皆さんは、災害が発生すると真っ先に出動します。
災害現場に着くと人命救助および火災防御行動を実施しま
すが、これも日ごろから水利点検や放水訓練などを行い、
いつでも出動できる体制をとっているからです。
　各消防団に配置されている消防自動車は、１台約７５０万円
で、１台につき市民一人当たり約１００円（平成１７年１月１日
現在の人口７６,１６６人を基準に算出）の負担となっています。
　昨年中の火災件数は、
４９件で前年より１６件多
く、火災の原因で一番
多いのは放火（放火の
疑いを含む）でした。
火災を防ぐために、家
の周りには燃えやすい
ものを置かないように
注意しましょう。
平成１６年度全国統一防火標語
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■問 消防本部総務課�９９６・０１１９

　

防
災
行
政
無
線
放
送
が
聞
こ
え

な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
が
、
放
送

の
内
容
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
避
難
す

る
場
所
を
家
族
で
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

　

防
災
行
政
無
線
局
は
、
市
内
に

　

カ
所
設
置
し
て
い
ま
す
。

５７

　

ご
質
問
の
よ
う
に
台
風
な
ど
の
気
象
条

件
や
、
無
線
局
か
ら
遠
い
場
合
な
ど
聞
き

取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
約　

デ
シ

７５

ベ
ル
（
駅
の
待
合
室
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
中
の
音
）
の
音
量
で
放
送
し
て
お

り
、
窓
を
開
け
て
聞
こ
え
る
程
度
の
音
量

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
無
線
局
か
ら

近
い
方
は
「
騒
音
」
と
し
て
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
大
き
な
音
量

で
の
放
送
は
控
え
て
い
ま
す
。

ＱＡ

か
わ
り
合
い
が
増
え
、
集
団
で
成
し
遂
げ

よ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
」「
昼
休
み

や
放
課
後
を
活
用
し
、
個
別
に
教
育
相
談

を
行
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」

「
進
学
へ
の
不
安
が
減
り
、
中
学
校
生
活

に
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど

の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ョ
イ
ン

ト
モ
デ
ル
校
の
み
な
ら
ず
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
減
少
・
解
消
を
図
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

■問
 

指
導
課
�
◯内
 

３
５
８

し
て
お
く
と
、
請
求
の
内
容
を
認
め
た
こ

と
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

事
例
２
の
法
律
事
務
所
は
実
在
せ
ず
、

ま
た
、『
訴
状
』
も
架
空
の
も
の
で
、
他
の

架
空
請
求
と
同
じ
く
無
視
し
て
差
し
支
え

な
い
も
の
で
す
。

　

万
一
、
架
空
・
不
当
請
求
で
訴
訟
に
な

っ
た
場
合
、
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
弁
護
士
会
と
連
携
し
、
消
費
者
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

発
信
元
の
裁
判
所
か
ら
『
特
別
送
達
』

郵
便
が
届
い
た
と
き
は
、
通
常
の
架
空
請

求
の
よ
う
に
放
置
せ
ず
、
直
ち
に
市
役
所

や
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

■問
 

商
工
振
興
課
�
◯内
 

３
３
６
、
県
消
費
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
�　

・　

・
０

０４８

７３４

９
９
９

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
利
用
料
な
ど
の
架
空
請
求
・
不
当
請
求

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
悪
質
業
者
は
、
次

々
と
新
し
い
手
口
を
生
み
出
し
、
新
た
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

相
談
事
例
１　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
あ

っ
た
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、

有
料
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
脅
迫
的
な
電
話
が
あ
っ
た
の
で

住
所
を
教
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
簡
易
裁
判

所
か
ら
『
特
別
送
達
』
郵
便
で
、『
支
払
督

促
』
の
書
類
が
送
ら
れ
て
き
た
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。　

相
談
事
例
２　

法
律
事
務
所
を
名
乗
る
と

こ
ろ
か
ら
封
書
で
有
料
番
組
登
録
料
・
利

用
料
な
ど
の
支
払
い
を
求
め
る
『
訴
状
』

が
送
ら
れ
て
き
た
。
全
く
心
当
た
り
は
な

い
が
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
。

（
お
答
え
し
ま
す
）

　

事
例
は
ど
ち
ら
も
『
裁
判
手
続
』
を
利

用
し
た
新
た
な
手
口
で
す
。
事
例
１
の

『
支
払
督
促
』、
事
例
２
の
『
訴
状
』
と
も

に
、
そ
の
書
類
は
『
裁
判
所
』
か
ら
出
さ

れ
る
も
の
で
、
発
信
元
は
必
ず
『
裁
判
所
』

に
な
り
ま
す
（
通
常
は
『
特
別
送
達
』
扱

い
で
届
き
ま
す
）。
正
規
の
『
訴
状
』
が
裁

判
所
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
届
く
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

事
例
１
の
「
支
払
督
促
」
は
、
正
規
に

簡
易
裁
判
所
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

請
求
に
心
当
た
り
が
な
い
、
不
当
と
思
わ

れ
る
場
合
、
消
費
者
は
ま
さ
か
裁
判
所
か

ら
こ
ん
な
も
の
が
く
る
わ
け
が
な
い
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
内
容
が
妥
当
か
ど
う
か

は
訴
訟
で
争
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
ま
ま
に

架
空
請
求
・
不
当
請
求
の
新
手
口
に
ご
注
意
を
！

八潮市防災マップ
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